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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 8,741 10.6 △187 － △421 － △264 －

2022年３月期第２四半期 7,907 △14.7 △146 － △157 － △124 －

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 △274百万円（－％） 2022年３月期第２四半期 △92百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2023年３月期第２四半期 △61.57 －
2022年３月期第２四半期 △29.02 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 20,189 9,229 45.7 2,152.06

2022年３月期 21,752 9,740 44.8 2,271.17

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 9,229百万円 2022年３月期 9,740百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2022年３月期 － 0.00 － 55.00 55.00
2023年３月期 － 0.00
2023年３月期（予想） － － －

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

２．2023年３月期の配当は、連結業績予想を未定としていることから、現時点で未定としております。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

　2023年３月期の連結業績予想につきましては、2020年９月及び2021年２月に公表の技術者の資格取得に関連した不正

事案に対する行政処分内容が現段階で未確定であり、連結業績への影響額を合理的に算定することが困難なことから未

定としております。



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 4,295,968株 2022年３月期 4,295,968株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 7,370株 2022年３月期 7,370株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 4,288,598株 2022年３月期２Ｑ 4,288,638株

※  注記事項

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くださ

い。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料（添付資料を含む。以下同様）に掲載されている予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な将来の

経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

実際の業績は、今後種々の要因によって予想値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定等につきまして

は、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の業績に関し、受注高は、グループ全体で112億24百万円（前年同期比40.0％増）と

前年同期比で増加となりました。主な要因は、上下水道事業における水道分野での大型の浄水場設備更新・改修案

件の受注増加並びに新規DB（Design Build(設計、施工一括発注)案件受注等によるものです。

　売上高は、グループ全体で87億41百万円（前年同期比10.6％増）と前年同期比で増加となりました。主な要因

は、上下水道事業での手持工事の堅調な出来高進捗並びに大型設備更新工事の完工等によるものです。

　損益の状況については、上下水道事業における増収による売上総利益の増加があったものの、販売費及び一般管

理費において人件費並びに研究開発費等が増加したため、営業損失１億87百万円（前年同期は営業損失１億46百万

円）となりました。また、経常損失は、持分法による投資損失２億59百万円を計上した結果、４億21百万円（前年

同期は経常損失１億57百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は２億64百万円（前年同期は親会社株主に帰

属する四半期純損失１億24百万円）となりました。

 なお、当社グループ主力の水処理事業の特徴としては、売上計上が第４四半期連結会計期間に集中する傾向があ

る一方、販売費及び一般管理費等は各四半期における変動が少ないことから、利益面も売上高と同様に、第４四半

期連結会計期間に偏重する傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前期末に比べ15億62百万円減少し、201億89百万円となりまし

た。主な要因は、仕掛品が２億72百万円、投資有価証券が10億76百万円増加した一方、現金及び預金が１億12百万

円、前期末の売上債権の回収に伴い受取手形、売掛金及び契約資産が32億37百万円の減少となったこと等によるも

のです。

　負債は、前期末に比べ10億52百万円減少し、109億60百万円となりました。主な要因は、持分法適用に伴う負債

が３億43百万円増加した一方で、仕入債務の支払いにより支払手形及び買掛金が20億73百万円減少したこと等によ

るものです。

　純資産は、前期末に比べ５億10百万円減少し、92億29百万円となりました。主な要因は、親会社株主に帰属する

四半期純損失の計上や配当金の支払いにより、利益剰余金が４億99百万円減少したこと等によるものです。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ95百万円減少し、当第２四

半期連結会計期間末には53億53百万円（前期末比1.8％減）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　前年同期と比較して４億80百万円減少し、12億96百万円の収入となりました。主な要因は、売上債権の減少によ

る収入32億37百万円、契約負債の増加による収入８億99百万円があった一方、仕入債務の減少による支出20億73百

万円、棚卸資産の増加による支出２億93百万円、税金等調整前四半期純損失４億６百万円、未払消費税等の減少に

よる支出１億48百万円があったこと等によるものです。

　なお、当社グループにおいては、案件毎に契約金額規模等が異なるため、支払及び入金状況により連結会計年度

毎に大きな増減があります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　前年同期と比較して９億35百万円減少し、11億59百万円の支出となりました。主な要因は、投資有価証券の取得

による支出10億93百万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　前年同期と比較して２億56百万円増加し、２億39百万円の支出となりました。主な要因は、配当金の支払額２億

35百万円の支出があったこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の連結業績予想につきましては、2020年９月及び2021年２月に公表の技術者の資格取得に関連した

不正事案に対する行政処分内容が現段階で未確定であり、連結業績見通しが算定可能な状況となった後、速やかに

業績予想ならびに配当予想を公表いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,495 5,383

受取手形、売掛金及び契約資産 10,085 6,847

商品及び製品 6 4

仕掛品 82 354

原材料 376 399

その他 1,754 2,069

貸倒引当金 △818 △946

流動資産合計 16,981 14,112

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 988 987

機械装置及び運搬具（純額） 122 92

土地 850 850

その他（純額） 118 120

有形固定資産合計 2,079 2,051

無形固定資産 131 219

投資その他の資産

投資有価証券 982 2,058

繰延税金資産 1,451 1,629

その他 126 117

貸倒引当金 △0 －

投資その他の資産合計 2,559 3,805

固定資産合計 4,770 6,077

資産合計 21,752 20,189

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,748 2,675

未払法人税等 275 39

契約負債 1,204 2,103

受注損失引当金 282 309

賞与引当金 628 274

その他 1,329 1,714

流動負債合計 8,469 7,117

固定負債

退職給付に係る負債 2,536 2,536

持分法適用に伴う負債 870 1,214

引当金 113 3

繰延税金負債 0 －

その他 22 88

固定負債合計 3,543 3,842

負債合計 12,012 10,960

純資産の部

株主資本

資本金 1,947 1,947

資本剰余金 1,537 1,537

利益剰余金 6,051 5,551

自己株式 △9 △9

株主資本合計 9,526 9,027

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 220 201

為替換算調整勘定 3 △25

退職給付に係る調整累計額 △10 25

その他の包括利益累計額合計 213 202

純資産合計 9,740 9,229

負債純資産合計 21,752 20,189
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 7,907 8,741

売上原価 6,611 7,324

売上総利益 1,295 1,417

販売費及び一般管理費 1,442 1,604

営業損失（△） △146 △187

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 13 15

為替差益 － 9

保険返戻金 0 15

その他 3 5

営業外収益合計 17 46

営業外費用

支払保証料 11 13

為替差損 2 －

持分法による投資損失 3 259

その他 9 7

営業外費用合計 28 280

経常損失（△） △157 △421

特別利益

投資有価証券売却益 － 14

特別利益合計 － 14

税金等調整前四半期純損失（△） △157 △406

法人税等 △33 △142

四半期純損失（△） △124 △264

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △124 △264

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △124 △264

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5 △18

退職給付に係る調整額 23 36

持分法適用会社に対する持分相当額 13 △28

その他の包括利益合計 31 △10

四半期包括利益 △92 △274

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △92 △274

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純損失（△） △157 △406
減価償却費 63 66
貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 127
受注損失引当金の増減額（△は減少） 31 27
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △33 △109
長期未払金の増減額（△は減少） － 69
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 49 53
受取利息及び受取配当金 △13 △15
為替差損益（△は益） △1 △105
持分法による投資損益（△は益） 3 259
投資有価証券売却損益（△は益） － △14
売上債権の増減額（△は増加） 5,133 3,237
棚卸資産の増減額（△は増加） △226 △293
仕入債務の増減額（△は減少） △3,297 △2,073
契約負債の増減額（△は減少） 857 899
預り金の増減額（△は減少） 213 713
未収消費税等の増減額（△は増加） 27 △31
未払消費税等の増減額（△は減少） △187 △148
その他の流動資産の増減額（△は増加） 4 △184
その他の流動負債の増減額（△は減少） △725 △536
その他 △0 4

小計 1,747 1,538

利息及び配当金の受取額 13 11
利息の支払額 △2 △0
法人税等の支払額 △77 △253
法人税等の還付額 96 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,777 1,296

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △31 △21
定期預金の払戻による収入 41 15
有形固定資産の取得による支出 △187 △44
有形固定資産の売却による収入 － 22
無形固定資産の取得による支出 △22 △108
投資有価証券の取得による支出 △0 △1,093
投資有価証券の売却による収入 － 19
投資有価証券の償還による収入 － 10
貸付金の回収による収入 － 10
その他 △23 31

投資活動によるキャッシュ・フロー △224 △1,159

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,000 －
短期借入金の返済による支出 △1,261 －
配当金の支払額 △235 △235
その他 1 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △496 △239

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,056 △95

現金及び現金同等物の期首残高 4,832 5,448

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,889 5,353

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

- 7 -

水道機工㈱(6403)　2023年3月期　第2四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号  2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行してお

ります。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算

制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告

第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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